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2014年 9月 20日～21日の両日、全労連会館 2Ｆホ

ールにて全労連青年部第 27回定期大会を開催、初日

に全労連小田川義和議長、民青同盟林竜二副委員長、

二日目に勤労者教育協会山田敬男会長から来賓のあ

いさつをいただき大会が開会しました。 

全国から集まった青年部の活発な討論と交流によ

り、青年運動の発展に向けた 14年度方針と新執行部

を確立、14 年度方針のメインスローガン「青年の生

活を改善し、安心して働き続けられる職場を作ろう」

を軸に、働きつづけられる労働条件を求めて声を上げた「若者メーデーアピール大作戦」の取り組み、

反核トラックキャラバンと共同で取り組んだ「核兵器なくせ大作戦」にみられる平和と憲法を守る取り

組み、原発・震災復興を知る「ユニオンユースアカデミー2014」の報告、青年自身が学びの場を企画し

た「学習企画コンテスト」を実施していく中で、つながりを活かして組織拡大・強化を進めようと意思

統一した大会となりました。 

討論 
討論では、全体で 25人の発言、9単産、15地方組織、1ブロックからの発言がありました。発言する

代議員自身が職場での働き方や青年部活動について語りながら、討論に参加しました。討論では青年な

らではの取り組みや思いが旺盛に語られました。 

「労働組合の青年役員として、現状を変える行動に 1歩踏み出し、街頭宣伝や署名活動に取り組んだ」

(高知県労連)、「全国や地方の青年が集う集会に参加し各地の青年の訴えをきいていきたい」（広島県労

連）、「全国に仲間がいる!そのことに確信をもって職種をこえた青年の仲間と一緒に頑張っていきたい」

(自治労連) といった前年度の総括や今後の抱負。「慢性的な人員不足や管理者からの恫喝などに対して

支部、東北地方あげて会社への職場改善要求をかかげ闘っています」(いわて労連)と働き続けられる職

場を目指し声を上げているという報告。「7月 30日から 8月 6日までの反核トラックキャラバンでは 12

台の車両、延べ 120人の仲間が参加」(建交労)、「9条と 25条をアピールするオリジナルＴシャツを作

成し販売」(福祉保育労)といった平和と憲法を守る活動報告。「1年がかりで企画し、90名が参加した

ウルトラ青年交流集会によって結束が強くなり、それぞれが成長することができた」(佐賀県労連)、「ス

キーツアーの懇親会でのＰＲ活動が実り新たに 1名の仲間を迎え入れる事ができた」(愛媛労連) 、「労

働組合の企画なのに日常業務委にもいかせる中身づくりを工夫」(生協労連)「ジョイントという企画を

神奈川で開催、今までつながりのなかった人とのつながりができた」(関東ブロック)等イベントを開催

し「つながり」を強化し組織拡大へとつなげた各組織からの報告など各組織から青年の現状や様々な取

り組みが報告されました。 

総括 
最後に全労連青年部大井信人書記次長が「なかまと「つながる」、ひろがりをつくりたいといった発

言が多く、全労連青年部がナショナルセンターとして各地の情報を集めそれを全国に発信することでさ

らに「つながり」を広めていきたい」と総括答弁を行いました。 

 



 
２０１４年新役員体制 

副部長 細川 善広 （国公労連） 
 中田 郁乃 （ 全教 ） 
 岡﨑 加奈子（自治労連）＜新＞ 
 矢澤 純  （千葉労連）＜新＞ 
書記長 五十嵐 建一（全 労 連） 
書記次長 大井 信人 （生協労連） 
 
 

常任委員 菅野 雅臣 （建交労） 
 寺沢 弘行 （全印総連） 
 山崎 世理 （医労連） 
 武田 彩  （いわて県労連） 
 弓田 盛樹 （岡山県労会議） 
 青山 泰希 （道労連）  ＜新＞ 
 船越 康子 （徳島県労連）＜新＞ 
 香月 恒二 （佐賀県労連）＜新＞ 

大会宣言 
 

全労連青年部第 27回定期大会は、安倍政権が、集団的自衛権の行使を容認し日本を「戦争する国」に

変えるとともに、「世界で一番企業が活動しやすい国」へと「残業代ゼロ」「消費税増税」「労働法制の改

悪」などを急速に進めている中で開催されました。 

大会では、全労連青年部が提起した働きつづけられる労働条件を求めて声を上げた「若者メーデーア

ピール大作戦」の取り組み、反核トラックキャラバンと共同で取り組んだ「核兵器なくせ大作戦」にみ

られる平和と憲法を守る取り組み、原発・震災復興を知る「ユニオンユースアカデミー2014」の報告、

青年自身が学びの場を企画した「学習企画コンテスト」を実施していく中で、つながりを活かして組織

拡大・強化を進めようと意思統一した大会となりました。 

 

大会討論は、発言する代議員自身が職場での働き方や青年部活動について語りながら、討論に参加し

ました。討論では青年ならではの取り組みや思いが旺盛に語られました。その中でも、すべての発言に

共通していたのは「つながり」です。 

各地域の青年が、世代交代を意識し「つながり」を持とうと取り組んでいます。青年部の先輩に話を

聞くことで確信を持って青年部活動を発展させたい。協定や労働条件を守るために、若い世代が組合に

加入することが大事だと気がついた。組織拡大を目指して核となるイベントを毎年開催し、その年の役

員の特色を出していこうと取り組みを進めている組織もあります。 

「つながり」をさらに深める組織強化の取り組みでは、労働組合のよさを実感できる同職種・異職種

との交流や、労働組合を知る学習会、今までの活動にとらわれない等身大の組合活動も企画されていま

す。青年が青年のために開催した学習会の中で参加者自身が「自分だけの悩みじゃない」「仲間がいる」

ことを知り、勇気を得て翌日からの運動への力に変えています。青年が集まり悩み、時には意見をぶつ

けながら目標に向かって計画を練るという体験が、青年を着実に成長させ、青年の声や思いを具体化し、

活動の活性化に繋がっています。 

新しい「つながり」を作る組織拡大の取り組みでは、スキーツアーを実施し新たに仲間を迎えた報告

がありました。企画の名称を親しみやすくして、参加者を新たに広げようと議論をしている組織もあり

ます。また、ブロックでの青年交流会をきっかけに青年部を結成した組織もあり、失敗できるのも青年

の特権、失敗から学び一人でも多くのつながりを作ろうと努力をしています。 

青年が他団体と共同し、街頭でアンケートや労働相談、シール投票を実施し、広く労働組合を知らせ

る運動も全国各地で取り組まれています。 

 

青年が声を上げるとき、世界は変わります。今、まさに青年が行動するときです。私たち全労連青年

部は全国に仲間がいることを確信に、憲法を活かし、組織拡大をすすめ、「青年の生活を改善し、安心し

て働きつづけられる職場をつくろう」という本大会スローガンの実現に向けて全力で奮闘することをこ

こに決意します。 

以上、宣言します。 

 

2014年 9月 21日  

全労連青年部第 27回定期大会 

 


